
 

  

 

12
月
５
日
、
「
老
人
ク
ラ
ブ
と
児
童
の
交
流
事
業
（
餅
つ
き
）
」
が
泉
公
民

館
で
行
わ
れ
、
泉
小
学
校
１
・
２
・
６
年
生
18
名
と
老
人
ク
ラ
ブ
泉
支
部
の

会
員
及
び
地
域
有
志
の
皆
さ
ん
31
名
が
参
加
し
、
一
緒
に
餅
つ
き
や
餅
を
丸

め
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

当
日
は
絶
好
の
餅
つ
き
日
和
と
な
り
、
児
童
た
ち
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

に
杵
の
使
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら
「
ヨ
イ
シ
ョ
！！
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
掛

け
声
を
師
走
の
空
に
響
か
せ
ま
し
た
。
６
年
生
は
大
人
顔
負
け
の
力
の
こ
も
っ  

 

 

 

た
餅
つ
き
を
披
露
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。
１
・
２
年

生
も
６
年
生
に
負
け
じ
と
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
杵
を
振
り
ま
し
た
。
餅
つ
き

の
途
中
に
は
蒸
し
た
も
ち
米
を
つ
ま
み

食
い
。
熱
々
の
も
ち
米
を
美
味
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
の
中

で
は
、
外
で
つ
い
た
餅
に
あ
ん
こ
を
入
れ

て
丸
め
る
作
業
を
行
い
、
児
童
た
ち
も
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
時
々
手
を
休
め
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

出
来
上
が
っ
た
餅
は
学
校
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 
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泉
公
民
館
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
遺
跡
ま
つ
り
」
が
泉
小
学

校
の
学
芸
会
と
合
同
で
11
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
８
時
に
岩
谷
遺
跡
公
園
で
神
事
を
行
い
、
今
年
も
豊
作
で
あ

っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。
午
前
９
時
か
ら
は
泉
小
全

校
児
童
に
よ
る
学
芸
会
が
始
ま
り
、
劇
に
ダ
ン
ス
に
合
奏
と
、
ど
の

演
目
も
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。 

 

校
舎
内
で
は
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

あ
り
、
大
勢
の
方
が
手
作
り
の
お
菓
子
や
採
れ
た
て
の
野
菜
の
品
定

め
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
小
茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る
お
茶
会
も

行
わ
れ
、
お
茶
や
和
菓
子
の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
お
昼
前

に
は
、
多
目
的
室
で
バ
ザ
ー
が
あ
り
、
児
童
た
ち
が
育
て
た
古
代
米

で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
や
具
材
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
豚
汁
に
来
場
者
も

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
、
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
牛
鬼
や
絵
画
、
俳
句
等
の
作
品
展
示
が
あ
り
、
来
場
者
の
関
心

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
で
は
、
教
育
課
学
芸
員
の
講
話
や

保
育
所
園
児
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
、
会
場
の
熱
気
を
一
気

１
１
１
１
１
に
盛
り
上
げ
た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
広
蓮
、
泉
婦
人
会
に
よ

１
１
１
１
１
る
熟
練
の
舞
踊
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
パ
プ
リ
カ

一
体
に
な
１
を
合
唱
し
て
会
場
を
沸
か
せ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ア
ラ
還

暦
１
１
１
１
な
ど
、
多
種
多
様
な
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
芸
能

１
１
１
１
１
発
表
最
後
に
登
場
し
た
太
鼓
集
団
魁
の
演
奏
で
は
、
普

１
１
１
１
１
段
な
か
な
か
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
太
鼓
の
響
き
に

会
場
１
１
１
会
場
の
熱
気
も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。 

１
１
１
１
１
１
遺
跡
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
も
ち
ま
き
で

１
１
１
１
１
は
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
と
一
俵
の
も
ち
が
ス
テ
ー
ジ

１
１
１
１
１
上
か
ら
盛
大
に
ま
か
れ
、
熱
狂
に
包
ま
れ
た
ま
ま
今
年

１
１
１
１
１
の
遺
跡
ま
つ
り
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

  

優勝した小西野々（亀鶴会）のみなさん 

左から井本道雄さん、谷口敏雄さん、水野健三さん、甲岡 

正男さん 

 

 

 

 

 

太鼓集団魁 

お茶会 

神 事 

もちまき ダンスチーム広蓮 

 



 

   

 12月11日、ふれあい体験学級「ク

リスマス会」が泉公民館で行われ、

泉小学校児童38人が参加し、泉地区

民生児童委員協議会や泉婦人会の

皆さんと交流を深めました。 

 まず始めに参加者全員でクリス

マスの歌の大合唱。子どもたちの公

民館の外にも響くほど元気な歌声

で会場の熱気も一気に高まりまし

た。その後、班に分かれカードジャ

ンケンや椅子取りゲーム、ビンゴ大

会を行い、和気あいあいと楽しみ交

流を深めました。 

 ゲームの後は泉婦人会の皆さん

が用意したケーキに白桃やパイナ

ップルやチョコシロップを一人一

人がトッピングし、個性豊かなケ

ーキが完成！！みんなで見比べな

がら美味しくいただきました。 

 会食の途中にはサンタクロース

が突然現れ、子どもたちにプレゼン

トのサプライズ！！思わぬサンタ

の登場にプレゼントを受け取った

子どもたちはびっくりしながらも

とても喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  
 
 ９月より実施していた「牛鬼面づくり教

室」の閉講式が11月20日、泉公民館で行わ

れました。 

 16回行った本教室。四苦八苦しながらも

13名の受講者は誰一人欠くことなく見事

な作品を完成させました。 

 受講生からは「発砲スチロールがこんな

形になるとは想像できなかった」「出来上

がりを見て感動した」といった感想をいた

だきました。 

 完成した面は早速11月24日に行われた

遺跡まつりの会場内に展示され、来場した

方々も見事な完成具合に驚いていました。 

 本教室は来年度も引き続き実施を予定

しています。初心者でも大歓迎です。興味

のある方はぜひ参加してみてください。 

 

 

優勝した小西野々（亀鶴会）のみなさん 

左から井本道雄さん、谷口敏雄さん、水野健三さん、甲岡 

正男さん 

 

  

  

 

  



― 

編 

集 

後 

記 

― 
 

 

今
年
も
泉
地
区
の
皆
さ
ま
方
の
お

か
げ
を
持
ち
ま
し
て
無
事
に
公
民
館

行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
皆
さ
ま
方
か
ら

笑
顔
と
元
気
を
い
た
だ
き
本
当
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
も
頑
張

り
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
恵
） 

 

 

１月 ２月 

１日 元日 １日 たかのす学級タグラグビー教室 

３日 鬼北町成人式 ４日 老人クラブ健康料理教室 

６日 仕事始め 
14日 

公民館運営審議会 

７日 たかのす学級切り絵教室 老人クラブ絵手紙教室 

17日 老人クラブ絵手紙教室 15日 ふれあい体験学級奉仕活動 

26日 鬼北町消防団出初式 21日 泉自治会連絡協議会 

※あくまで予定ですので、急遽日程が変わる場合があります。 

 

  

 11月28日、健康料理教室が泉公民館で行われ、老人クラ

ブ泉支部の会員21人が参加しました。 

 本教室は毎年健康づくり事業の一環として行われてお

り、今回も鬼北町保健介護課の小西栄養士を講師に招き

「ひじきと野菜のつくね」や「モッチリじゃが団子汁」等、

健康を考えた４品を調理しました。 

 参加者たちは和気あいあいとした中でも流石に手際が

良く、予定していた時間よりも早く調理を終えることとな

りました。完成後は、参加者全員で会食し出来上がった料

理に舌鼓を打っていました。 

 健康料理教室は例年２回実施しており、次回は２月上旬

に行う予定となっています。なお、今回調理した「ひじき

と野菜のつくね」のレシピを掲載いたしますので、ご家庭

で作られてみてはどうでしょうか。 

【今回のメニュー】 

  ①ひじきと野菜のつくね  ②カラフルサラダ 

  ③モッチリじゃが団子汁  ④人参ケーキ 

   

 

 

 

 

 

 

 

◇材料（４人分） 
 ●鶏ひき肉 200ｇ  ●豆腐 200ｇ  ●ひじき（乾）大さじ２  ●ねぎ 1/2 本 
 ●人参 1/3 本  ●生椎茸２個  ●ごま油小さじ２ 
 【Ａ】おろし生姜小さじ１、片栗粉大さじ４ 酒大さじ２ 塩小さじ 1/3 
    しょうゆ小さじ 1/2 
 【Ｂ】卵あん：だし汁 240ml しょうゆ・みりん各小さじ１ 
    片栗粉小さじ１ 水小さじ２ 卵１個 ねぎ小口切り小さじ２ 

  

◇作り方 
① 豆腐は水切りをする。ひじきは水で戻しておく。ねぎ・人参・生椎茸はみじん切りに 
 する。 

② ボウルに鶏ひき肉と①とＡを合わせ、よく練る。４等分にして丸める。 
③ フライパンにごま油を熱し、②を両面こんがり焼き、皿に盛っておく。 
④ 鍋にＢを沸かし、水溶き片栗粉を加え、卵を少量ずつ加えて卵あんをつくる。③にか 
 け、ねぎの小口切りをのせる。 

ひじきと野菜のつくねレシピ 


